
8職見の研修
（1）中長期研修
、　、

研　修　名廃シリカ超微粒子の磯合化研修

期日・場所平成17年11月7日～12月6日（鰐同市・九州大学）

内　　　 容チタニア被穣シリカ微粒了－のガス分解特性とその評価について

○ガスパック法を利用した光触媒活性の評価

○多孔質セラミックフィルターへの積層効果

○可視光応答型光触媒粉末の評価等

職　員　名研究開発科　狩野　仲白

研　修　名レーザーガラスの評価農緋「研修

期日・場所平成17年11月2引］～12月9日　（岡崎市・分子科学研究所）

平成18年2月13日～2月2ノ1日　（　　　　　　　　　　 ）

内　　　 容分子科学研究所掟倉研究室が保有するフェムト秒レーザーを用いて、各種ガラスへ

の紫外レーザー光照射を焚臆し、照射により生じたガラス中の構造変化を偏光顔微

鏡や分光光圧計により評価する技術を研修した。

職　員　名研究開発科　古田　英樹

名 戯且名 年月日（場所）

プレゼンテーション研修 吉田　英樹平成17年6J】26～27日
山口　典男く長姉ホ・職員能力閑発センター）

危機管理特別セミナー▲ 矢野　鉄也平成17年6月3ロ
（長崎市・廃除会館）

コーチング研修 山下　行男平成17年6月7日～6月8日
阿部　久雄（長崎市・職員†逝力開発センター）

第1回政策形成入門研修 秋月　俊彦平成17年6月7日～6月8日
（長崎市・職員能ノJ開発センター）

ロジカルシンキング研修 桐山　有司平成17年6月9日～6月108
（塵椅市・職員能力開発センター）

中礫マネジメント研修 久田松　宇平成17年7月14日・～7月15U
く長崎市・樺山能力一個発センター）

交渉力養成研修 兼石　哲也平成17年8月17日～8月18日
（長崎市・聯貝能力開発センター）

キャリアデザイン（13年日）研修 細山　有司平成17年8月18日
（長崎市り隊員餞ノノ開発センター）



会　　　　　　 名 職員名 年月日 （場所）

県民サービス向上研修 山口　 英次 平成17年 8 月29～ 8 月30 日
（長嬉 市 ・職員能力開発セ ンター）

パソコン研修 （ホームヘリジ作成） 武内　 浩一 平成17年 9 月 1 日～ 9 月 2 日
（長崎 市 ・県庁）

ライフプ ランセミナー 桐山　 有司 平成17年 9 月 2 日
木須　 一正 （長崎 市 ・農協全館）

企画概要技法研修 阿部　 久雄 平成17年 10月 4 日～10月 5 日
く長崎 市 ・職艮能力開発セ ンター）

平成17年度新規採用職員後期研修 山口　 典男 平成17年 10月 17 日～10月2 1日
（長崎市 ・聯員能力開発セ ンター）

知的財産戦略研修会 桐山　 有司 平成エ7年1（〉月20 日
（大村 市 ・産業技術財団）

統計資料 の読み方研修 植村富美子 平成17年 11月 7 日
（長崎 市 ・職員能力開発セ ンター）

ユニバーサルデザイン研修会 山下　 行男 平成17年 11月 15 日
（長崎 ホ ・農協全館）

採用後 1 年6カ月経過 した俵員の レポー ト 高松　 宏行 平成 17年 11月22 日
発表会 吉出　 英樹 （長崎市 ・県庁）

惜組セキュリティ研修会 山下　　 攻 平成18年 3 月 16 日
吉田　 英樹 （仏三世保市 一天満庁舎）

9所内の定例会議・委員会等
9－1研究会
（1）

会　　 名 材 料 技 術 研 究 会

日　　 的 無 機 材 料 の 技 術 開 発 に 関 係 し た 、 研 兜 能 力 ア ップ を R 的 と して 、 毎 週 水 曜 日に 炎 施

した 。

内　　 容 機 器 使 用 法 （電 子 線 プ ロ ー ブ マ イ ク ロ ア ナ ラ イ ザ ー （E P M A ）、 電 子 エ ネ ル ギ ー 損 失 ス

ペ ク トロ ス コ ピ ー 、 軸 薬 の 評 価 方 法 （遠 視 炉 ）、 ガ ン ドル フ ィ カ メ ラ 、 偏 光 顕 微 鏡 ）、

商 品 併 発 事 例 （川 対 応 調 理 員澗 儲 、 陶 磁 器 と ガ ラ ス の 接 合 、 ネ ギ ・ご 飯 保 存 容 器 の

開 発 、 色 ガ ラ ス の 開 発 、 商 ■冒．開 発 の 企 画 ）、 最 新 情 報 紹 介 （学 協 会 講 演 内 容 紹 介 、 化

学 癌 合 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 、 シ ン ク ロ トロ ン 放 射 光 、 金 属 銅 ナ ノ粒 子 析 出 と ガ ラ ス の

非 線 形 性 ）等 を 行 っ た ひ

開 催 也 数 24 1出



会　　 名 陶檻署技術研究会

目　　 的 陶磁器の素材、試験方法などの幾動 こおける、職員の能力向上を目的として、毎週

月曜日に爽地。内容に応 じて技術研修を†〒う。

内　　 容 平成 17年虔 は、F K Q による三角座表上 に9 槌類の配合をプロッ トし、参加者それ

ぞれによって梨土、試製体作成および収賄、曲げ、粒度、黙膨張等の物性試取を行

って比較 上評価を行った。

開催回数 32国

目的 ・内容 職 員全 員が参加 、炎界 動向や技術 情報等 に関す る、様 々な恰親 交操 を 目的 と して毎

濁 1 回 （金 杯IR ）開催 す る。

開催 国数 毎週金 曜 日　 9 ：00～ 10 ：0（）（年 42 』】）

9－3　内部番員全
日的：センターの乗務運営を円滑に推進するために、目的別に内部委員会を設け、企画・検討
を行うとともに、所員の脇力を得ながら必要な作渠を舞姫する。

、　、

会　　名業務報告絹張委員会

目　　的無業技術センターが1年仙薬施した巣窟の内容・英原を「業務報告」としてまとめる

ため、原稲の調整及び相葉を行う．

垂且名久田松草、狩野伸自、山下行男、矢野鉄也、阿部久雄

開催垣丁数 6回

会　　 名 研究報告編集重点会

目　　 的研究資料、歴史的資料、成果の普及・僅菟に活用することを目的として、センターが

実施した研究の内容・実損をとりまとめ、r‡許究報告否」を年度終了後に編集・発行

する。

垂且名 古田英樹、武内浩一、兼石哲也、秋月　俊彦、高松宏行

開催回数 5回



会　　 名 広報い 一般公開委員会

目　　 的 県民の科学技術に対する関心や理解をi窯めるため、セ ンタ⊥「カー般公開を毎年開催し

ている （県立の 7 試験研究機 関で英施）。また、一般公開のほか県民やマスコミ等へ

の広粗を担当している。

委 員 名 久田松 学、吉田　英樹、桐山 有司、山下 行男

開催回数 4 凶

会　　 名 見学案内担当垂真金

目　　 的 当センターへの見学者受け入れ及び見学〈の対応 ・粛塾を行 う。

轟 且 名 山 ド攻、桐山 有司、秋月　俊彦、高松 宏行

開催回教 12回

会　　 名 「K A M A 」編集委員会

目　　 的 年 2 回発刊する窯業技術センターの技術情報誌「K A M A 」の、原稿 の調整及び編集を

行 うv

香 山 名 桐山　有‾司、秋月　俊彦、狩野 伸自、山下 行男

開催回数 6 回

会　　 名 「広報はさみ （恋業技術センターコーナー）」編集委貝金

目　　 的 渡仏一見町が毎月我行する広報誌「広弼はさみバこ掲載する原稿の鯛盤及び編集を行う。

委 員 名 矢野 鉄也、吉田 英樹、兼石 哲也、山∩　典男

開催回数 12匝】



会　　 名 ホームページ禰集委員会

目　　 的 ホームページに均徹されている情報の更新、ホームページの構成（デザイン）を行 う。

委 員 名 山下 攻、桐山 有司、吉田　英樹、山口　典男

開催回数 ユ6回 （更新作茶含む）

会　　 名 所内 L A N ・ I M O ・県庁 Ⅰ＿∧N 管理委員会

目　　 的 所内L A N 及び県庁 L A N を構成す る席末 、サーバ 、プ リンタ、ケープ′レ等の運用 ・

管理及び障害への対応を行 う．

香 山 名 松本 隆、吉田 英樹、桐山　有司、秋月　俊彦

開催国教 37凹 （設定、陪審対応含む）

会　　 名 特例＝ ′㍗トリス ・J S T 管理委員会

目　　 的 セ ンター職広が随紡を速 了するために必要となる技術情報の検索、工業所有権の出席

執 こ関する相談並びにデータベースの管理を行 う。

番 邑 名 阿部 久雄、秋月　俊彦、狩野 仲 自、高松 宏行、古田 英樹

開催何故 3 同

会　　 名 図荘重員会

目　　 的 音符、学術雑誌、技術雑誌、参考国習、定期購読習などの購入計画、所蔵圃昏の管理

を行 う。悉員会の番長繊成は、各製 （科）上り1 名遠山。

要 員 名 山下 攻、矢野 鉄也、高松 宏行

閑イ撞回数 10匝】



会　　 名 展示品管理委員会

目　　 的 窯幾技術センターの変速や研究成果、企発との共同研究 ・共同技術開発の成果品及び

県内窯業開運企業の商品などを管理、展示 し紹介す る。

垂 貝 名 久田松 草、矢野 鉄也、狩野 仲自

開催回数 3 回

会　　 名 孤蚕物品等機種選定香瓜会

目　　 的 センターに猟入‾r る機器 など重要物品に閲 し、使用日的や施力など1試験研 究に最適の

機種 を選定す る。

凄 良 名 福村 喜美子、山下 攻、山 卜行男、武内 清一、松木 隆

閑椎回教 2 回

会　　 名 安全委員会 （危険箇所チェック）

目　　 的 研究用機斧及び埴設について利用に関する安全管理及び対策を検討する。

委 員 名 lll下 攻、禾須 一正、l‥口　実次、職場垂旦良、各式薬管理者

開催同数 3 阿

会　　 名 エ コ委員会

目　　 的 セ ンターにおける県庁エコオフィスプランに基づく温暖化対策を推進する。

香 11 名 山下 攻、狩野 仲 、小林 孝幸，木調 一正

開催匡】数 4 回



10施設見学者数
（1）見学者数の推移

牛　　 虎 1 7 牢 度 1 6 年 度 1 5 年 度

件 数 （件 ） 6 2 4 8 3 4

入 場 者 数 （人 ） 1 ．0 1 0 9 4 6 9 5 1

団　　　　 体　　　　 名 人 数 （人 ） 見　 学　 日

長 崎 県 す こ や か 長 寿 大 学 校 ・佐 世 保 校 8 0 平 成 1丁年 6 月 2 日

長 崎 県 原 爆 被 爆 者 特 別 事 象 2 5 平 成 17 年 7 月 14 日

第 10 同 靡 け H し陶 芸 家 塾 9 平 成 1 7年 7 月 2 2 日

波 佐 見 叫■長 野 郷 老 人 会 2 0 平 成 1 7年 7 月 2 7 日

佐 世 保 」＿業 高 等 専 門 学 校 8 平 成 17 年 B 月 3 ロ

波 佐 見 町 教 育 聯 只 視 察 研 修 2 1 平 成 17 年 8 月 2 9 日

早 岐 文 化 セ ン タ ー 研 修 会 30 平 成 17 年 9 月 2 6 日

多 久 市 消 費 者 グ ル ー プ 協 議 会 5 0 平 成 17 年 1 0 月 6 日

福 建 省 研 修 生 見 辛 3 平 成 17 年 1 0 ／】1 3 日

や き も の プ ロ益 戚 正 座 19 平 成 1 7年 1 0 月 14 日

辣 早 市 山 川 町 老 人 ク ラ ブ ユ3 平 成 17 年 1 0 月 18 日

三 川 内 申 学 校 4 6 平 成 1 7年 1 0 月 19 日

長 与 町 ゆ りの 自 治 会 婦 人 部 a3 平 成 17 年 1 0 月 2 7 日

波 佐 見 南 ′ト学 校 1 平 成 1 7年 1 1月 15 日

佐 世 保 工 業 高 等 専 門 学 校 4 6 平 成 18 年 1 月 2 ti R

J I C A イ ン ドネ シ ア 代 衷 団 2 6 平 成 18 年 2 月 9 日

石 木 小 学 校 3 5 平 成 18 年 2 月 10 日

長 崎 県 統 沓 グ ル ー プ 連 絡 協 議 会 20 平 成 18 年 2 月 1 7 日

第 1 回 フ レ ッ シ ュ カ レ ッ ジ 職 場 見 学 7 平 成 18 年 2 月 2 3 日

第 2 同 フ レ ッ シ ュ カ レ ッ ジ 職 場 見 学 7 平 成 18 年 3 月 9 日



項　　 目 企 業数 従 業 員 数 出 荷 紙 山荷 額 備 考

（社 ） （人 ） （万 H ） 対 前 年 比 （％ ）

ガ ラス ・同 製 品 5 5 38 1．2 柑 ．33 3 12 6 ．4

セ メ ン ト ・同 製 品 12 1 1，7 6 1 3．0 1 1．5：11 9 6 ．g

陶 磁器 製 品 14 8 1，6 12 8 9 3 ，2 8 1 g 4 ．6

耐 火物 2 ヰ7 X Ⅹ

骨 材 ・石 工 晶 2 8 2 98 2 1 1．2 9 【） 6 3 ．1

そ の他 の 森 萎 ・土石 製 品 9 5 7 Ⅹ Ⅹ

合　　 計 3 】3 4 ．3 D 5 5．33 5 ，4 3 5

項　　 目 企 業数 礎 巣 山 数 出荷 額 出荷 額 備 考

（牡 ） （人 ） （万 円 ） 対 前 年 比 （％ ）

食 卓 用 ・厨 房 川 陶 磁 器 9 4 1．3 0 8 77 4 ．4 9 1 9 8 ．1

陶 磁器 製 置 物 4 2 4 10 ，34 2 丁3 －8

陶 磁器 製 タ イ ル 1 8 Ⅹ Ⅹ

陶 磁器 縫 付 8 5 4 2 9 ，0 16 8 0 ．8

陶 磁器 用 は い （杯 ） 土 1 6 Ⅹ Ⅹ

二石膏製 品 7 4 4 2 0 ，3 57 72 ．1

耐 火物 等 2 4 7 Ⅹ Ⅹ

そ の他 の 陶 磁 器 一同 開 通 製 品 4 0 2 12 79 ．4 3 2 8 8 ．g

合　　 計 167 1．7 0 3 9 13 ．6 3




